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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
急
伸
の
イ
ン

ド
洋
で
2
8
日
深
夜
（
日
本
時
間
2
9
日
未
明
）
に
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

・
ワ
の
大
規
模
地
震
は
、
「
サ
ー
フ
ァ
ー
の
楽
園
」
と
し
て
世
界
的
に
翔
ら

れ
る
同
島
伸
旨
の
ニ
ア
ス
急
を
一
瞬
に
し
て
が
れ
き
の
山
に
変
容
さ
ぜ
牛

住
民
ら
は
、
昨
年
1
2
月
の
イ
ン
ド
洋
犬
津
波
に
続
く
度
重
な
る
惨
劇
に
打
昌

の
め
さ
れ
、
疲
れ
果
て
た
表
情
で
救
援
の
手
を
待
っ
て
い
る
。

29日、インドネシア・ニアス島でひつぎを

作る地元住民（ＳＣＴＶから、ロイター）

　
　
「
電
柱
は
軒
並
み
倒
れ
、
道

路
は
地
割
れ
で
使
い
物
に
な
ら

な
い
。
出
話
も
出
気
も
通
じ
な

い
」
ｉ
‐
－
―
ノ
ゾ
ス
島
の
自
治

体
幹
鄙
び
吃
諾
地
元
メ
デ
ィ

ア
に
繰
い
返
し
訴
え
た
。

　
同
幹
部
に
ト
こ
勺
と
、
今
な
お

「
津
波
来
る
」
高
台
へ

地
割
れ
、
が
れ
き
の



。
避
難

多
数
の
島
民
が
倒
壊
し
た
建
物

の
下
で
生
き
埋
め
と
な
っ
て
い

る
が
、
が
れ
き
を
取
り
除
く
重

機
が
な
い
た
め
、
約
3
0
入
を
救

出
し
た
以
外
は
手
の
施
し
よ
う

が
な
い
。
島
内
で
は
、
各
地
で

橋
が
落
ち
、
救
援
活
動
を
進
め

よ
う
に
も
移
動
さ
え
ま
ま
な
ら

な
い
と
い
う
。

　
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）

に
よ
る
と
、
ニ
ア
ス
島
に
2
9
日
、

担
当
官
が
入
り
、
最
大
の
町
グ

ヌ
ン
シ
ト
リ
で
病
院
を
含
む
約

１
－
０
０
棟
の
建
物
が
倒
壊
し
て

い
る
の
を
確
認
し
た
。
空
港
の

滑
走
路
は
１
５
０
肩
に
わ
た
っ

て
被
害
を
受
け
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
か
小
型
飛
行
機
で
な
け
れ
ば

着
陸
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。

　
地
元
テ
レ
ビ
局
Ｓ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
が

ニ
ア
ス
島
を
上
空
か
ら
撮
影
し

た
映
像
で
は
、
ヤ
シ
林
の
合
間

　
国
内
の
防
災
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
の
中
に
は
、
被
害
状
況
の

。
把
握
や
医
療
活
動
の
た
め
、
ス

タ
ッ
フ
の
派
遣
や
救
援
物
資
の

輸
送
を
決
め
る
と
こ
ろ
も
出
て

い
る
。
ア
ジ
ア
2
4
か
国
で
構
成

す
る
国
際
防
災
機
関
「
ア
ジ
ア

防
災
セ
ン
タ
ー
」
　
（
神
戸
市
中

央
区
）
は
、
3
1
日
か
ら
荒
木
田

に
広
が
る
中
心
街
で
多
数
の
建

物
や
ト
タ
ン
ぶ
き
の
民
家
が
あ

ち
こ
ち
で
損
壊
し
て
い
る
の
が

確
認
で
き
る
。
国
軍
機
か
ら
島

内
の
様
子
を
回
撃
し
た
Ａ
Ｐ
通

信
記
者
は
、
グ
ヌ
ン
シ
ト
リ
で

は
建
物
の
約
3
0
％
が
倒
壊
、
２

番
目
の
町
デ
ル
タ
グ
ラ
ム
も
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
と
報

じ
た
。

　
一
方
、
同
様
に
島
の
様
子
を

上
空
か
ら
視
察
し
た
政
府
の
現

地
対
策
責
任
者
は
「
被
害
は
当

初
予
測
し
た
よ
り
小
さ
そ
う

だ
」
と
の
印
象
を
語
っ
た
が
、

空
港
施
設
が
破
壊
さ
れ
た
た
め

地
上
に
降
り
ら
れ
ず
、
現
段
階

で
被
害
程
度
を
正
確
に
把
握
す

る
の
は
極
め
て
困
難
だ
。

　
地
震
当
時
、
住
民
ら
は
津
波

を
恐
れ
て
高
台
に
避
難
し
た

が
、
そ
の
後
も
中
規
模
の
余
震

が
相
次
い
だ
た
め
、
「
自
宅
に

戻
っ
て
も
構
わ
な
い
」
と
の
自

治
体
当
局
の
呼
び
か
け
に
耳
を

貸
そ
う
と
せ
ず
、
防
水
シ
ー
ト

で
作
っ
た
簡
易
テ
ン
ト
で
夜
を

明
か
す
構
え
だ
。

邦
人
無
事
ほ
ぼ
確
認

　
在
メ
タ
ン
総
領
事
館
に
よ
る

と
、
ス
マ
ト
ラ
島
な
ど
に
滞
在

勝
・
主
任
研
究
員
を
震
源
地
近

く
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ニ
ア
ス

島
と
、
ア
チ
エ
州
南
部
に
派
遣

す
る
。
家
屋
の
倒
壊
状
況
な
ど

を
視
察
し
、
同
国
に
助
言
す
る
。

　
昨
年
末
の
地
震
以
来
、
ス
マ

七
フ
島
・
バ
ン
ダ
ア
チ
エ
で
医

療
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ
ム
ダ
）
」

師
ら
４
人
を
ニ
ア
ス
島
に
派
遣

し
、
医
療
活
動
な
ど
を
行
う
。

　
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
環
境
協
カ
セ
ン
タ
ー

　
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
」
　
（
神
戸
市
中

央
区
）
は
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

1
1
1
r
n
l
l
l
1
1
1
T
T
r
l
l
T
1
1
「
i
T
r
l
T
r
l
「
『
一
一
｛
コ
ー
「
｛
コ

し
、
在
留
届
を
出
し
て
い
る
日

本
人
は
約
４
５
０
人
。
2
9
日
夕

ま
で
に
数
人
を
除
い
て
ほ
ぼ
全

員
の
無
事
を
確
認
し
た
。
震
源

に
近
い
ス
マ
ト
ラ
島
西
部
周
辺

に
日
本
人
旅
行
者
が
滞
在
し
て

い
た
と
の
未
確
認
情
報
も
あ
る

と
い
う
。

医
師
派
遣
、
物
資
輸
送
へ
四
諦

　
（
岡
山
市
）
は
、
現
地
に
滞
在

す
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
2
9
日
早

朝
、
国
際
電
話
で
「
津
波
被
害

は
な
く
、
市
内
で
は
け
が
人
も

あ
ま
り
見
あ
た
ら
な
い
が
、
ラ

ジ
オ
な
ど
で
は
ニ
ア
ス
島
の
被

害
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
」
と

報
告
を
受
け
た
と
い
う
。
3
0
日

に
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の
医

に
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
ー
０
０
０
枚
と

車
い
す
８
台
を
空
輸
す
る
。
輸

送
費
や
毛
布
の
カ
ン
パ
を
募
っ

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｃ

Ｅ
Ｃ
（
０
７
８
・
３
９
２
・
３

＾
¨
Ｍ
）
（
ｘ
¨
゛
ｇ
¨
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